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「おかやま元気！集落」への支援 

３０地域 

H24.3末見込み 

情報提供・活動支援 

○地域運営の手引書、取組事例集の配布 
○情報交換会の開催 
○地域の実施する事業等の実施に関するPRの支援 
○おかやま元気！集落応援ネット(HP)の運営 
○おかやま元気！集落支援事業補助金 など 

○地域の課題解決のための専門家の派遣 
○県職員の人的支援（会議への参加等）  
○おかやま元気！集落アドバイザー育成事業  
○地域リーダー養成講座の開催                             

                     

拡大を図る 

市町村からの推薦で県が登録 

集落機能の維持・強化に
取り組む地域 
（取り組もうとする地域） 

 （H24.2.5現在 ： ２５地域） 

おかやま 
元気! 集落 

人材育成・人的支援 

取組のすそ野の拡大 

○大学生・中山間地域サポーターズ・カフェの開催 
○おかやま元気！集落応援団の登録・派遣 
○中山間地域ネットワーク推進シンポジウム                    
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○大学との連携強化 

○大学生・中山間地域 
  サポーターズ・カフェの開催 

県民協働による 
中山間地域の活性化 

中山間地域活性化の取組のすそ野を広げる 

おかやま元気！集落等 

 

○おかやま元気！集落アドバイザーの育成  

○中山間地域リーダー養成講座の開催 

○中山間地域の活性化に資する人材の情報収集 

企画・実施 

企画・実施 

登録 

応
援 

おかやま 
元気！集落 
応援団 

おかやま元気！集落等の要請に応じ、ＮＰＯ、企業、
大学等でおかやま元気！集落応援団に登録された
者を派遣する。 

新 

コーディネート機能 

県 

協働支援センター 

  委託 

○中山間地域活性化ネットワークづくり

市町村、ＮＰＯ、企業、大学、専門家、
地域リーダー 等 

中山間地域の活性化に資する人材を育てる 

導入･
運営 

(委託先) 
特定非営利活動法人 
 岡山NPOセンター 
 まちづくり推進機構岡山 
 吉備野工房ちみち 

         ３者共同体 

中山間地域協働支援センター事業の概要について 
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センターの運営 

 ３つのNPO ῎ῇ Ỗ
֞ ▌
ᵣ   

中山間地域協働支援センター 
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センター機能とネットワークイメージ 
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間
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まなざし 

  楽しむ、手伝う、サポートする 
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本年度事業の５つの柱 

③子や若者の 

目を向ける 

 

 

 

⑤結び目を 

増やす 

 

 

 

①支える人を 

支える 

 

 
 

おかやま元気！集落 

アドバイザー 

養成講座 

大学生・中山間地域 

サポーターズ・カフェ 

中山間地域 

ネットワーク推進 

シンポジウム 

 

 

 

④応援団を 

送る 

 

 

 

 

おかやま元気！集落 

地域リーダー 

養成講座 

おかやま元気！集落 

応援団 
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②旗振り役を 

紡ぐ 



①支える人を支える 

ǑǒȋȅϷ ȠɇɎȢȴɶ 

↔ 
対象：おかやま元気！集落アドバイザー（集落支援員）  
 

第１回「コミュニティ支援の基本について」 

 講師：竹久佳恵さん（NPO法人 AMDA社会開発機構） 

 内容：コミュニティ支援の基本的な考え方や手順、 

     集落支援に関するワークショップ など 
 

第２回「集落の継続的な自立に向けたコーディネートのコツ！」 

 講師：仲田芳人さん（かのさと体験観光協会） 

 内容：かのさと体験観光協会の取組事例紹介、 

     地域の資源整理と共有に関するワークショップ など 
 

（予定） 

第３回 ３月８日（木） 

 内容：県外の取組についての講演 
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講座の様子 
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②旗振り役を紡ぐ 

᷂ḢɨɶȾɶ ↔ 

対象：おかやま元気！集落 地域リーダー（候補者含む） 
  おかやま元気！集落 地域リーダーと同等の役割を果たす人材、 

  集落等をサポートする立場にある県・市町村担当職員 など  

第1回「ふれあいを深める助け合いの地域づくり」  

 講師：宇野圴惠さん（NPO法人子ども劇場笠岡センター）  

 内容：助け合いの仕組み作りのコツや、コーディネートのコツ、 

     現場視察や質疑応答 など 
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 第2回「みちくさ小道に学ぶ、地域の宝で地域を輝かせる方法」 
  講師：加藤せい子さん（NPO法人吉備野工房ちみち） 
  内容：地域の資源を使ったプログラムの体験や、プログラム作り など 

 

 第３回「てっちりこに学ぶ、地域の宝で地域を運営する方法」 
  講師：岡本勝光さん（NPO法人てっちりこ） 
  内容：地域資源を活かした「特産品製造販売事業」の具体的手法 など 
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③子や若者の眼を向ける 

Ẏἶ ʴῇ ᷂Ḣ  

 おかやま元気！集落への学生派遣 
・集落営農田の田植え、ブルーベリー収穫の手伝い 

・ボランティアメニュー作りや地域の課題についてのワークショップ など 

 

 大学ボランティアセンターやサークルの合宿研修 
・地域の運動会の準備・手伝い・プログラムの企画と実施 

・地域を散策し、地域の課題・原因・自分にできることを考えるワークショップ など 
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応  援 

要望 
状況把握 応援団登録 

市町村 県 

連 携 

マッチング 
β応援先、応援内容、人員、  

   日程等を調整 
調整結果 

※対象集落は「おかやま元気！集落」に登録された地域等とし、おかやま元気！集落応援団は、 
  半日程度のボランティア活動に続いて、おかやま元気！集落の住民等との交流を実施。 

登録団体、活動内
容は県のホーム
ページ等で公表 

登録 

調整結果 

中山間地域協働支援センター 

・農地の保全や祭り等の人 

 手が足りない。 

・都市の人と交流したい。 

・農山村でボランティアを実 

 施したい。 

・農山村の文化や生活に 

 触れたい。 

④応援団を送る 

Ϸ ꜘ  ᵻ
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⑤結び目を増やす 
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◎日時 2012年2月5日（日） 本日！ 

◎会場 さん太ホール・さん太広場 

◎屋台村の出店者   

 ①大井野もち米生産組合   ②阿波まちづくり協議会 

 ③円城Y（ｴﾝｼﾞｮｲ）プロジェクト（旧高富小学校区） 

 ④NPO法人てっちりこ 



さらなるつながりを！ 

К 
Ћᶮ 

本日のシンポジウムで 
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ご清聴ありがとうございました。 
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一番の自分の「ウリ」 

【自己紹介】 

• 元気に明るく前向きに 北澤さん（ローソン） 

• ６０％ではじめる 入江さん（広島県神石高原町） 

• 文化の地産地生 山崎さん（映画監督） 

• 堅実、鈍 三浦さん（酪農家） 

• やっちゃえる楽観的さ 井筒さん（地域おこし協力隊） 

• 和 富阪さん（美作市梶並） 

 



「民との協働」「一気通貫」「コミュ
ニケーション」コンビニ×集落 

北澤さん（ローソン）×入江さん（広島県神石高原町） 

• 昨年８月にオープン。これまでコンビニなし。 

• 社長に直接提案：空き家・廃校の利用、移動販売、農
業で食べれるシステム、ローソンで流通 

• 協働＝補完しあう。 

• 買い物弱者支援（地元の商店とローソンが連携） 

• 社長が名物社長。縦だけでなく、横の連携も起きている 

• 決済スピードが速い、マスコミへのアピール 

• 「このスキームを被災地に持っていきたい」 

• 平気で意見を言える風通しのいい関係 

 



「シネマニワ→ひかりのおと」 
「面白い」 映画×集落 

山崎さん（映画監督）×三浦さん（酪農家） 

• ２年間トマトを育てて慣れてきたときに文化が足りない
と気付いた。映画を見れる環境をつくりたい。 

• シネマニワを設立。上映会を開催。 

• 「地域を映画にしたい」→５０分の映画を撮影。 

• 「ひかりのおと」を撮影。巡回上映中。（１００回） 

• ロッテルダム国際映画祭に招待。東京国際映画祭も。 

• ５年ほど前に出会った。地域にアクションを起こそうとい
う人がいるという驚き。好きだけではない想い。 

• 映画を通じたつながり。完成で半分。上映でのつながり 



「ドライビング・アクター井筒２０１１」 
ヨソモノ×集落 

井筒さん（地域おこし協力隊）×富阪さん（美作市梶並） 

• 協力隊になった２つの理由。①自然エネルギーの専門
家だけど現場経験がなかった。②プレイヤーがいない。 

• 自然エネルギーを導入するのは難しい。変革は辺境か
ら覚悟を決めた人しかできない。 

• ２０～３０代の若い人が田舎で生業をつくる。ホワイトカ
ラーと農業・林業は関係ない？→経営が必要！ 

• 山主のせがれ・まごネットワーク？ 

• 作業も、事務も、最強のホワイトカラーでブルカラー。 

• 上山地区での棚田再生。３．５トンのお米。 



ヨソモノ×集落 
井筒さん（地域おこし協力隊）×富阪さん（美作市梶並） 

• ヨソモノは資産がない→地元の人にやらせてもらう 

• 林業で少しずつ稼げるように… 

• 梶並：２００８年に限界集落対策モデル地域に。 

• 元気に頑張っている人２０人で推進委員会を設立。 

• 見守り、ふるさと祭りなど活性化の運動をしていたが… 

• 町や地域おこし協力隊の支援を受け、継続を決意 

• 休耕が多い→ヒガンバナなどの花を植える→獣害 

• 菜の花プロジェクトとの連携。特産品開発など 

• 若い力を借りて、やっていきたい 



３０年後の地域に向けて 

やっておいてよいこと 

• 「若さ」 富阪さん 

• 「やっちゃう→ゲッツ！」 井筒さん 

• 「人材を見守り、育む」 三浦さん 

• 「次回作の話」 山崎さん（２８０年前の一揆の話） 

• 「行政としてやればできる」 入江さん  

• 「高齢者の利便について」 北澤さん 



ヨソモノが地域に入るポイント 

• コミュニケーション 

• やって成果を出す（稼げる） 

• ちゃんと説明していただける方を見つける 



パートナーにお願いしたいこと 

• （反対を抑えてくれている） 北澤さん（ローソン） 

•  入江さん（広島県神石高原町） 

•  山崎さん（映画監督） 

• 「信じた道をつきすすめ」 三浦さん（酪農家） 

• 「山に入りましょう」（人は変えられない。自分が動く） 井
筒さん（地域おこし協力隊） 

• 「移住」 富阪さん（美作市梶並） 

 



「かっこよく・感動があって・稼げる」
の達成度は？ 

＊「稼げる」の意味は自分で考える。 

＊１００通りの答えがある。 

• ３０％ 北澤さん（ローソン） 

• ５０％ 入江さん（広島県神石高原町） 

• １０％ 山崎さん（映画監督） 

• ９０％・５０％・？ 三浦さん（酪農家） 

• １％ 井筒さん（地域おこし協力隊） 

• ９％ 富阪さん（美作市梶並） 

 


